
 

 

 

1. 近代日印文化交流の遺産  ―聖地サールナートの仏伝壁画保全活動の意義― ····· P. 3 

2. 私がお薦めするインド関連書籍 第二回 ······································ P. 7 

3. インドニュース（2021年 9 月） ············································· P.10 

4. イベント紹介 ····························································· P.15 

5. 新刊書紹介 ······························································· P.17 

6. 掲示板 ··································································· P.18 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Monthly Journal of the Japan-India Association 
 

公益財団法人 日 印 協 会 (日印間の政治･経済･文化・人的交流に貢献して 118 年 )  

 

   2021 年 10 月号                             題字 一萬田 尚登 第 5 代日印協会会長 

月刊 

 

日印首脳会談と日米印豪首脳会談 

 
上：日米印豪首脳会談前の様子 

左より菅総理(当時)、モディ首相、 

バイデン米国大統領、モリソン豪州首相 

 

左：日印首脳会談 
（写真：インド首相府ホームページより） 

目

次 
 



 

2 
月刊インド 2021 年 10 月号 

広告削除後、目次とページを合わせるために空白

ページをいれております。 
 

  



 

3 
月刊インド 2021 年 10 月号 

  野生司香雪画伯顕彰会事務局 溝渕茂樹 個人会員 

 

今から 88 年前、日本の画家がインド聖地サールナート（鹿野

苑）の仏教寺院に、仏伝・釈尊一代記の壁画を描き始めました。

寺院は初転法輪寺(ムラガンダークティ・ビハーラ)といい、イン

ドでの仏教復興を志すスリランカ人のアナガーリカ・ダルマパー

ラ(1864～1933)が1931年(昭和7年)に建立しました。 

画家の名は野生司香雪(のうすこうせつ・1885～1973)。描かれ

た壁画は、今ではアジャンタ石窟の仏伝壁画と共に「サールナー

トの仏伝壁画」として世界的に知られ、インドの、また近代日本

の在外の文化財、また世界の文化遺産といわれています。 

この壁画について、インド哲学・仏教学者の中村元博士は「（日本の美術として）異郷にあって、世界の人々に

呼びかけている芸術作品は、野生司画伯の仏伝画が最たるものではなかろうか」(『野生司香雪仏画の世界』信濃

毎日新聞社1987)と記し、また日本画家の平山郁夫画伯は、シルクロードの歴史の中に位置付け絶賛しました。 

香雪が「100年は持つ」と信じた壁画も経年劣化で剥落や変色が進み、寺院管理者のインド大菩提会(マハボデ

ィ・ソサエティー)は「オリジナル、芸術性を損なわないように保存修復したい、画家の精神と技術を継ぐ日本人

の手での修復をしたい」と長年呼びかけてきましたが、実現しませんでした。そこで、私達は、香雪の故郷香川

県で5年前に「野生司香雪画伯顕彰会」を立ち上げ、関係団体等の支援を得て壁画の保存修復の活動を始めまし

た。 

なぜ私達がこの壁画保存修復活動に関わることになったのかをご紹介いたします。それは不思議な縁でした。 

 

壁画保存修復への奇縁 

今から36年前の1985年（昭和60年）、勤務する香川県文化会館（現香川県立ミュージアム）に、長野県の宮

川洋一氏から一通の手紙が届いたのが始まりでした。そこには香川出身の野生司香雪が描いたインド初転法輪寺

の仏伝壁画大下図の表装が完成したという地元新聞のコピーが同封されていました。終焉の地、長野県ではよく

知られた香雪は、故郷では既に忘れられ、学芸員の私もその時は名前しか知りませんでした。 

大下図は福井県の曹洞宗大本山永平寺が所蔵しているとのことで、さっそく連絡して永平寺を訪ねました。天

井の高い大庫院の大広間に、ずらりとかけられた巨大で鮮やかな 26 点の仏伝の掛け軸に驚愕しました。表装は

当時副寺（ふうす）の南澤道人師らの尽力によるものとのことでした。 

この感動を香雪の故郷香川県で伝えようと、その翌年に10点を借用し、「野生

司香雪回顧展―東洋の心・インドへの熱き想い―」を開催しました。その際、記

念講演をお願いした中村元博士は、香雪の仏伝壁画について「香雪の偉業は日本

画壇・日本仏教界の快挙である」と称えられました。 

回顧展の翌年、信濃毎日新聞社が香雪の画集(前出)の刊行を企画し、写真家・

丸山勇氏がインドの初転法輪寺の壁画撮影に出かけた際に、壁画を管理する住職

が日本人の手で壁画修復をしてほしいと訴えてきたといいます。私にもその相談

がありましたが、その時には遠いインドや仏教界のこと、また当時は制作からま

だ 50 年程の新しい壁画作品なので、すぐに修復が必要な文化財だとの認識はあ

りませんでした。ただずっと心に引っかかっていました。 

ところが、それから 10 年程後、寛方・タゴール会の河合力氏からの誘いで、サンチニケタンのタゴール国際

大学日本学院内で行なわれる「荒井寛方と詩聖ラビンドラナート・タゴールの記念碑の除幕式」に参加する機会

1. 近代日印文化交流の遺産 
―聖地サールナートの仏伝壁画保全活動の意義― 

Heritage of Japan-India Cultural Exchange  

- Significance of the Mural of Buddha’s Life in Sarnath - 

初転法輪寺 (南西側より) 

展覧会での中村元先生と南澤老師 
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がありました。タゴール研究家の我妻和男先生らと出発、現地で平山郁夫画伯夫妻と合流しました。その際、初

転法輪寺の仏伝壁画について平山画伯に訊ねると、「立派な日本画。アジャンタ、雲崗、敦煌、日本につながる貴

重な仏伝壁画」と絶賛され、保存修復に取り組む時には手伝って頂けるかと尋ねると「意義あることですからお

手伝いする」とのこと。画伯は当時東京藝大の学長で世界文化財赤十字構想を提唱されていました。 

画伯の言葉を機に壁画修復活動を始める決心をし、すぐに香雪の孫の野生司義光氏に話を伝え、急ぎ一緒に渡

印、現状確認をしました。しかしその数年後、平山画伯が急逝され、この話は一旦立ち消えになりました。 

 

野生司香雪画伯顕彰会の立ち上げ 

それからまた10年余り後の2011年、全国の寺院を対象に通販事業を手掛ける㈱福生の生田要助氏から香雪や

仏伝壁画をカタログで紹介したいので原稿を書くよう依頼がありました。逡巡しましたが、中村、平山両先生が

頭に浮かび、壁画の保存修復に繋がればと引き受け、3 年間連載しました。それが終わる頃に、生田氏の元に㈱

トラベルサライの中村義博社長が、初転法輪寺の住職が壁画の保存修理をしてくれる人を探している、年に何度

か添乗で寺院に行くので連絡はいつでもとれると訪ねて来ました。突然に初転法輪寺へと繋がる道ができたので

す。 

そこでまずカタログの原稿を書き直し、生田氏にお願いして『野生司香雪その生涯とインドの仏伝壁画』を刊

行しました。次に保存修復の指導を香雪や平山先生の母校、東京藝大を頼ろうと考え、日本画保存修復の荒井経

助教授(現教授)に相談、(有)彩色設計の小野村勇人氏を紹介され、2015 年暮れの事前調査に出発。その際に、住

職のP.シーワリー師に会い、香雪の母校の文化財保存修復の先生の指導を得、また募金をして保全に取り組むこ

とを伝え了解を得ました。師はその直後に大菩薩会の総書記に就任、体

制を整えてくれました。 

師は当方の体制がほぼ整った 2018 年 5 月に来日し、共に関係先を表

敬訪問しました。また 11 月の再来日の際、たまたま新宿中村屋で開か

れた日印協会の会員交流会に一緒に参加し、インド大使館に着任間もな

いシッダルト・シンVCC（ヴィヴェーカナンダ文化センター）所長に会

いました。驚くことに彼とシーワリー師はバナーラス・ヒンドゥー大学

の同窓生で奇縁を喜び話が弾みました。 

その間の2016年には生田氏を会長に、また永平寺の南澤道人副貫首(現

貫首)を顧問とする「野生司香雪画伯顕彰会」を組織し、東西南3面に描かれた壁画の3期に分けた剥落止め保存

修復工事と、施工後の写真記録保存、そのための必要経費5,000万円を募るプロジェクトを立ち上げました。 

またその事業に対して、香雪を送り出した日印協会、中村先生の創設した中村元東方研究所、香雪の奉職先の

淑徳学園、香雪の渡印後に香雪や家族を支えた高楠順次郎博士(初期からの日印協会役員)の創設した武蔵野大学、

加えて関係する公機関としてインド大使館と香川県に後援を、また仏教伝道協会には協賛を、さらに平山先生創

設の文化財保護・芸術研究助成財団には募金受け入れ窓口をお願いしました。そして最後に海外での壁画修復実

績のある東京藝大文化財保存学の木島隆康教授(現名誉教授)に現地指導をお願いし、体制を整えました。 

 

プロジェクトの進展―保存修復工事と広報活動 

2019 年 5 月、募金を開始しました。シンVCC 所長の提案で 10 月末にインド大使館でヴァルマ大使にもご参

加いただきフォーラム『野生司香雪とサールナートの仏伝壁画』を開催しました。 

そして第1期、東壁の保存修復を11月28日から12月17日までの20日間で実施。その際、同行した顧問の

南澤老師や随行僧、サールナートとブッダガヤ在の日本僧侶、

シーワリー総書記や新住職らで安全祈願祭を催行し、世界中

から訪れた巡礼者や観光客が見上げる中、鉄パイプの櫓の上

での作業を実施、無事に剥落止めと補彩色を完了しました。

第1期の収支は募金等収入総額が約1,700万円、総支出額は

約1,300万円でした。 

2020年は、予定していた第2、3期工事がコロナ禍のため

中断しました。しかし、9 月に永平寺の大下図を借用して、

シーワリー師とシン所長と筆者 
 2018年日印協会交流会にて 

2019年 工事安全祈願祭 
前列中央が南澤師、その後ろシーワリー総書記、 
その左がメドハンカラ住職、右端が木島先生 
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香川県立ミュージアムで展覧会・講演会開催し、インド大使館のスリヴァスタバ首席公使、シン VCC 所長、浜

田香川県知事らによるテープカットで幕を開け、6日間で1,000人を超える入場者がありました。 

2021年もコロナ禍で工事の見通しも立たない状況の中、7月16日～23日にはインド大使館VCCでヴァルマ

大使の出席も得て、インド独立 75 周年・印日国交樹立 70 周年記念事業として、『聖地サールナートの仏伝壁画

と野生司香雪展』を大使館、DIC（ディスカバーインディアクラブ）と共催、日印協会の後援で開催しました。

そして第2、3期工事を続けるための募金活動は今も継続中です。 

 

壁画揮毫の背景 ― 近代の日本画壇と岡倉天心 

明治維新後の廃仏毀釈は我国の仏教界に壊滅的な衝撃を与え、日本仏教再構築を考える学僧は上座部仏教の東

南アジアやスリランカ、インドの仏教聖地を目指し、仏教学者はサンスクリット経典を紐解きました。一方、仏

教美術から発展した日本美術界もまた危機に瀕し、岡倉天心(1863～1913)は横山大観(1868～1958)らを指導して

西洋画に負けない日本画の創造を目指し、自身は日本美術の源流を求めてインドを訪ね、スワミー・ヴィヴェー

カナンダ(1863～1902)、詩聖タゴールらと出会い、近代日印芸術文化交流の道を開きました。その後、幾多の日

本画家が渡印し、仏教美術や遺跡に接しましたが、後進の香雪もまたその一人でした。 

 

ダルマパーラのインドでの仏教再興運動と日本への壁画揮毫依頼 

2500年前にインドに起こり、1,500年程前に日本に伝わった仏教は聖徳太子の時代を経て日本文化の背骨とな

り今日に至りますが、インドでは逆にその頃から衰退、19世紀に英国の考古学者らが仏教遺跡を発掘、ダルマパ

ーラが初転法輪寺を建立し日本人画家の香雪が仏伝壁画を描くまでの数百年の間、廃絶状態でした。 

そんな中で、ダルマパーラは、香雪の幼少期の明治時代中頃から日本やインド、欧米の知識人に呼びかけ、イ

ンド大菩提会を創設し、最初は仏陀悟りの聖地ブッダガヤの大塔買取り運動を画策しますが官憲の介入で失敗し

ます。その数年後に別途、ヴィヴェーカナンダの案内でブッダガヤを訪れた岡倉天心も、日本人巡礼者用の宿舎

用地の取得を試みますが、やはり失敗しました。 

ダルマパーラはその後コルカタに移り、1931年(昭和6年)に米国ハワイのフォスター夫人らの寄付を得て、発

掘された仏教発祥の地サールナートの地にインドでの仏教復興の象徴としての初転法輪寺を建立しました。さら

に英国のブロートン氏の寄付を得て、壁画を仏教国日本の画家に描いてもらおうと日本政府に要請、ダルマパー

ラ自らも平井金三・桜井義肇らと創設メンバーの一員となった日印協会が香雪を派遣しました。 

そして香雪が足掛け 5 年の苦節の末、アジャンタ壁画の様式も取り入れた全長約 44 メートル、高さ 4 メート

ル余の巨大な仏伝壁画を完成させました。それは香雪が生前のダルマパーラと南伝・北伝両仏教教義の議論をへ

て融合させ描いた世界仏教の仏伝、またインド人には国の宗教、歴史画になりました。 

 

日本画家、野生司香雪の生涯 

香雪(本名述太)は1885(明治18)年、香川県で仏門の長男に生まれました。それはダルマパーラが初めてブッダ

ガヤを訪れた頃でした。香雪は東京美術学校(現東京藝大)日本画科を卒業後に

画家を目指し、天心が創設し大観らが引き継ぐ再興日本美術院の会友になりま

した。そして 1917(大正 6)年には天心や大観、また来日し講演したタゴールら

の刺激を受け、逓信次官・前島密卿の支援でインド仏教美術研究に遊学。現地

で国華社の依頼でアジャンタ壁画模写に向かう荒井寛方に偶然出会い、誘われ

て模写に参加、その体験が後に壁画揮毫の際に大いに役立ちました。 

その後、画壇とは疎遠になっていましたが、1932 年(昭和 7 年)、47 歳の時

に初転法輪寺の壁画揮毫の奇縁が訪れました。そして渡印直後、外国人に壁画

を描かせることに反対という詩聖タゴールを訪ねて逆に助言を求めました。対

面した詩聖タゴールは香雪の思いを受け止め、後日コルカタの日本倶楽部で行

われた壮行会に突然に訪れ、寺院に吊り下げるために大日本仏教連合会が香雪

に託した梵鐘の前で、スピーチをしました。日本、天心や大観への懐かしい思

い出を持つ詩聖は、そこに連なる明治の気骨で礼儀正しく、深い仏教の造詣と

信仰心を持つ芸術家の香雪に心を開きました。 

タゴール（前列左）と香雪（右） 
昭和7年、初転法輪寺に寄進される

梵鐘の前で 
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壁画揮毫の苦難、壁画完成から善光寺へ 

香雪は当初、半年程の予定で出発しました。しかしインドの厳しい猛暑や雨期の湿気が作業を止め、制作は秋

から冬の期間に限られ長期化、滞在資金が枯渇しました。日印協会事務局は奔走し高楠順次郎博士らの支援もあ

って国際交流振興会の補助金を確保、また困窮を知った関係者や一般からの義援金も時々届きました。そんな中、

香雪は壁画の描けない雨期に小品を描きためて、コロンボ、チ

ェンナイ、コルカタ等で個展を開き販売する計画を実行しまし

た。現地では若い日本の駐在商社員らが展示を手伝い、また在

留邦人らが作品を購入し、同胞の画家を支援。その結果なんと

かその窮地を凌いだ香雪は、同行し助手を務める河合志宏氏と

ともに壁画制作にまい進しました。 

1936 年(昭和 11 年)初春、壁画がついに完成しました。5 月

の壁画の完成式ではインド大菩提会僧侶や地元の名士らが参集

し、出家したダルマパーラが亡くなる直前に見て感動した「降

魔成道（ごうまじょうどう）」図の仏陀に高僧が点眼、そしてバ

ラナシ大学マラビヤ総長の司会で米澤日本総領事らも出席した

完成式が行われ、壁画や香雪の真摯な態度に感激したバラナシ

市民有志から頌徳状が贈られました。日本画の分り易く視覚に訴える壁画は、仏教徒には釈尊の一代記、そして

インド人にはヒンドゥーの神の一人である仏陀の物語、国の歴史上の人物の壁画して受け入れられました。 

インドから帰国後、まもなく長野県の善光寺から新築する納骨堂・雲上殿の壁画揮毫を依頼されました。そし

て、そこに善光寺縁起とインドで描き残した画題の仏教世界伝播、仏教東漸としての聖徳太子像を描き、1947

年(昭和22年)に完成させ、初転法輪寺と善光寺、日印を芸術で結縁させました。 

香雪はその後東京に帰らず長野県渋温泉を終の棲家とし、この間 1948 年には初転法輪寺から持ち帰った壁画

の大下図を大本山永平寺に献納し、また 1951 年には知己のビルラ長者に頼み国外不出の聖白牛 3 頭をインド政

府の許可を得て善光寺に寄進してもらいました。聖白牛は香雪の仲間・奥村土牛の代表作「聖牛」となりその姿

を今に残しています。さらにその3年後、東京で開かれた世界平和会議に出席のインドやスリランカ、英国代表

が訪ねて来て功績を労いました。そして1973年(昭和48年)春、感謝の二文字を残し、88歳の波乱の生涯を閉じ

ました。 

 

香雪がサールナートで描き遺した仏伝壁画は、今ではインドの文化財、また我が国近代の在外文化財、同時に

世界の文化遺産です。その壁画が描かれた背景には、日印の仏教を介した長い文化の歴史があり、1,500 年前に

日本に伝わった異国の神、仏教は、インド人の精神、芸術文化も内包して伝播し、それは今も日本人の心、行動

の中に無意識の内に生き続けています。 

仏門に生まれ仏教美術が身近だった香雪は、それを幼少の頃から日々の生活の中で理解し、画家として壁画揮

毫の奇縁に恵まれた時、日本芸術の母の国インドへの恩返

しと身命を賭して制作に励み、花咲かせました。そして今

その壁画は世界の仏教徒の為だけでなく、インド国内や世

界中から訪れる人々に、仏陀の生涯を日本芸術で示し続け

ています。それは日本の誇りであり、永く日本、日本人が

インド側と協力し守り伝えていく使命がある文化遺産と私

達は考えています。 

今現地では初転法輪寺の建物や香雪の仏伝壁画、隣接す

るダメークの塔等を含めて世界遺産にとの声も聞こえます。

そのためにも壁画保存修復を完遂させる覚悟です。 

 

野生司香雪画伯顕彰会ホームページ https://nosu.info/ 

野生司香雪がインドから日印協会へ投稿した記事等は、協会事務所でデータ閲覧可能です。 

 

「降魔成道」の図 （中央下は建物の扉部分） 

第1期工事中に訪れたインドの生徒達 

https://nosu.info/
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前号に引き続き、日印協会役員の「私がお薦めするインド関連書籍」のご紹介を掲載いたします。本選びのご参考になれば

幸いです。 

 

 田原総一朗（ジャーナリスト、評論家、日印協会顧問） 

§『人類哲学序説』  著者：梅原 猛 

出版社：岩波書店（岩波新書） ISBN 978-4004314226 

私のインドへの関心はかなり前にさかのぼりますが、森喜朗会長、平林博理事

長が日印協会に関与して以来特に強くなりました。森、平林両氏は、それぞれ自

民党代議士、外務省の現役当時から、かつて私が主幸していた勉強会（青の会と

称していました）の常連でした。 

その縁もあり、日印協会の顧問を仰せつかっていますが、平林理事長が上梓し

た「最後の超大国インド」（日経BP出版）の推薦者にもなりました。 

 

インドについては、3人の聖人、偉人に注目してきました。 

まず、釈迦牟尼。偉大な仏教の創設者ですが、三大宗教となった仏教の世界史

的意義は大きく、人類の思想に大きな影響を与えました。その関係で、わが国の

偉大な哲学者、思想家でもあった梅原猛氏の著作「人類哲学序説」（岩波新書）を推薦いたします。私は梅原氏に

3回お目にかかっておりますが、京都から発した哲学や思想は内外に大きな影響を与えました。 

ちなみに、ほかの二人は、非暴力主義で平和主義者、インドを独立に導いたマハトマ・ガンジー翁と初代イン

ド首相です。他方、ネルー首相の令嬢、インディラ・ガンジー首相が、1974年にインドで初めて核実験を敢行し

たことは、それまで力や覇権主義から程遠かったインドでしたので、衝撃的でした。 

 

今日でも、私はインドの重要性、その役割はさらに増したものと、注目し期待しています。わが国もインドも、

緊張しつつある米国と中国の狭間にあります。わが国は、これからもこの狭間の中で、アセアン、インド、オー

ストラリアとの関係を拡充強化していくべきだと考えています。なかでも、インドは特に重要であり、日印は「特

別戦略的グローバル・パートナーシップを推進するとともに、わが国が提唱してきたインド太平洋ビジョンを具

体化していくべきだと考えています。 

 

 

 小島 眞（拓殖大学名誉教授、日印協会評議員） 

§Rebooting India: Realizing a billion aspirations 

著者：Nandan Nilekani & Viral Shah 

出版社と発行年：Penguin Random House: India, 2015；Allen Lane: UK, 2016 

ISBN 978-0143427636 

『再起動するインド：10億人の熱き願いを叶える』（全16章、337 ページ）

と題する上記の本は、ナンダン・ニレカニ氏がインド固有識別番号庁（UIDAI）

時代の同僚であったヴィラル・シャー氏と著した共著である。ニレカニ氏とい

えば、TCS（タタ・コンサルタンシー・サービシーズ）に次ぐインドの最大手

IT企業・インフォシスの共同創設者・元CEOであり、インド IT産業の隆盛

に大きく寄与した立役者の一人である。現在、ニレカニ氏はインフォシスに復

帰し、会長の座にあるが、他方で同氏はアーダール（固有識別番号）・プロジェ

クトを立ち上げ、デジタル・インディアの基盤を築いた最大の功労者として記

憶されるべき人物でもある。UIDAI 初代総裁に就任すべく、マンモハン・シン

2. 私がお薦めするインド関連書籍 第二回 

India Related Books JIA Officers Recommend 
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首相（当時）より白羽の矢が立てられたのが正しくニレカニ氏であり、2009年6月から14年3月までの在任中、

早くも6億人にアーダールを発給するという快挙を成し遂げている。 

本書ではアーダールがインド社会にいかに驚異的なスピードで浸透し、それがインド社会の底上げにいかに大

きな貢献をしてきたのか、アーダール制度の立ち上げに直接係わった当事者の視点から生き生きと説得的に描か

れており、デジタル・インディアの全容を知る上で、最上の書物といえる。以下、紙面の許す範囲で、そのエッ

センスを紹介してみたい。 

まず、本書を読んで確認できることは、世界に誇るインドのアーダール制度は、文字通りインドの英知を結集

する形で用意周到に構築されたものであったということである。ニレカニ氏はUIDAI設立に先立って国民 ID制

度の問題にいち早く取り組んでいたということで、同氏に共鳴した国内外の俊英が挙ってUIDAIに参集し、短

期間のうちに生体認証（光彩画像、10本の指紋）、12桁固有識別番号を特徴とするアーダールが唯一普遍的な自

己証明手段として構築され、2010年9月にはその第1号が発給された。当初、UIDAIは中立的な計画委員会（現

NITI Aayog、政策委員会）の管轄下に置かれたが、それは政府省庁間の縄張り争いに巻き込まれることを防ぐた

めの配慮からであった。 

アーダールの普及率は、今年7月現在、18歳以上の人口では99.4％に達している。アーダールがインド国民

全体に浸透するようになった理由として、登録時のインセンティブとして各自40～50ルピー（登録機関それ自

体も1人当たり25～35ルピー）を受領できたこと、さらにはアーダールが政府と国民をつなぐリンクとして機

能し、各種補助金が各自の銀行口座に直接振り込まれるという直接便益移転の恩恵を国民が遍く享受できるよう

になったということが決定的に重要である。本書では、補助金支給に伴う慢性的な不正や納税詐欺の防止・除去、

さらには杜撰な投票者名簿のチェックが可能になったなど、アーダールの活用がガバナンス向上に及ぼした多大

な影響について、余すところなく論じられている。 

翻って日本では今年9月にデジタル庁が新たに創設され、DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進

が目指されているが、それが地に足がついたものになるためにも、今後、インドの経験から真摯に学ぶべき点は

多いように思われる。 

 

英文の本ですが、アマゾンでKindle版、ハードカバー本、ペーパーバック本が購入できます。（編集子） 

 

 

 近藤正規（日印協会理事 国際基督教大学上級准教授） 

§『貧乏人の経済学：もういちど貧困問題を根っこから考える』 

著者：アビジット・V・バナジー、エステル・デュフロ  訳者：山形浩生 

出版社：みすず書房  ISBN 978-4622076513 

本書は、2019年ノーベル経済学賞を受賞したインド人経済学者のアビジッ

ト・V・バナジーがエスター・デュフロと共に著した一般向けの啓蒙書の翻

訳である。二人はマサチューセッツ工科大学の同僚であると同時に私生活で

は伴侶の関係にあり、インドを始めとする途上国の貧困問題をランダム化試

験（RCT）の手法を取り入れて実証研究している。RCTとは同じようなグ

ループを二つに分けて、例えば一つの農民のグループにはマイクロクレジッ

ト（無担保で小額の融資を行う貧困層向け金融サービス）を供与し、もう一

方には供与せず、一定期間が経った後で二つのグループの所得を比較してマ

イクロクレジットの有効性を検証するといった類のものだ。医薬品の開発に

おける臨床実験で用いられてきたこのRCTの手法を開発経済学に最初に持

ち込んだのが、彼らの最大の学問的業績である。本書はバナジーとデュフロ

の長年の研究成果を分かりやすくまとめたもので、研究フィールドの多くは

インドの農村となっている。 

本書で紹介されているインドでの研究事例は、多岐に渡る。例えば、貧困層は貧しいにもかかわらず一時の愉

しみを求めて嗜好品に消費を優先させてしまっていること、公共医療機関に行って予防注射を受けたり医療保険

に加入したりしないのは、公共サービスへの関心のなさに加えて小さなコストを先送りして将来の自分に負担さ
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せたがる習性によること、インドの小学校の上級生の多くが割り算さえできないのは親が教育の価値に無関心で

あることに加えて教師の無断欠勤を減らすための行政努力がない結果であること、貧しい農民は多くの副業を行

ったり娘たちを天候パターンの違う村に嫁がせたりしてリスク分散をしていること、マイクロクレジットは融資

がビジネスよりも消費に使われることが多くてあまり効果を上げていないことなど、多くの研究で得られた発見

が詳細に描かれている。 

筆者はバナジー教授とは、世銀の関連団体であるグローバル・デベロップメント・ネットワーク（GDN）の日

本代表理事をしていた時、理事会で定期的に同席する光栄にあやかった。背広を着た援助関係者や大学教授の集

まりにジーンズとインドのサンダル履きでやって来ることもあるバナジー教授は偉大な学者なのに気さくで謙虚

な人柄で、頭脳流出と共に低下しているインドの大学の研究水準を憂うなど、右顧左眄することなく常に忌憚の

ない意見を述べていた。 

バナジー教授はモディ政権の経済運営にも批判的で、ノーベル賞受賞直後のセレモニー後のインタビューでは

「インド経済は非常に悪い。インド政府は都合の悪い統計は認めたくないようだ。経済のこの悪い状況がいつま

で続くかわからない」と述べ、その映像は世界中に流された。インド政府は財政を拡大して貧困層にもっとキャ

ッシュを配って需要を喚起すべきだ、というのが彼の主張である。本人は「頼まれればいつでもインド政府のア

ドバイザーになる。自分が特に関心があるのは保健衛生の分野だ」とコロナ禍の始まる前に発言していたのはさ

すがともいうべき先見の明であった。インドでは政府の保健向け支出の対GDP比率はサブサハラアフリカ諸国

平均より低く世界最低水準にある。歯に衣を着せぬ発言が多いせいか、バナジー教授にモディ政権からお声がか

かっている様子はまだないが、コロナ禍で停滞するインド経済を少しでも立て直すために彼にアドバイスを請わ

ない理由は見つからない。インド社会でも光の当たらない貧しい人たちの実態を最新の経済学ツールを以って明

らかにした本書は、インドの政策決定者だけでなくインドの社会問題に関心ある全ての人に読んでもらいたい良

書である。 

 

翻訳版の他、英語版「Poor Economics: A Radical Rethinking of the Way to Fight Global Poverty」ISBN：978-1610390934

もペーパーバック、Kindle版で販売されています。（編集子） 

  

◇ 協会事務局からのお知らせ ◇ 
 

E-mailアドレスや、ご住所のご変更はございませんか？ 

『月刊インド』の発送はヤマト運輸のクロネコDM便を使用しています。そのため郵便局に

転居届を出されても、クロネコ DM便は転送されません。お手数をおかけしますが、住所変

更のご予定などございましたら必ず協会までご連絡下さい。 
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1 内政 

【連邦政府】 

9月23日：現地メディアは、印政府が（コロナの影響により延期されている）2021年国勢調査において、その

他後進階級（OBC）のカースト帰属に関する調査（カースト調査）を行わない旨、最高裁に宣誓供述書を提出し

た旨報じた。 

 

【農業法改正】 

9月5日：現地メディアは、ウッタル・プラデシュ州ムザファルナガル市内において、統一農民戦線（SKM）主

催による数千人規模の集会「Kisan Mahapanchayat(農民大議会)」が実施された旨報じた。 

9月11日：現地メディアは、SKMが10日に声明を発出し、パンジャブ（PJ）州の各政党に対し、（同州議会

選挙に向けた）選挙集会が農業関連法に対する抗議活動に悪影響を及ぼすとして、2022年初頭に選挙日程が公示

されるまで選挙活動を控えるよう要請した旨報じた。 

9月14日：現地メディアは、シン・パンジャーブ州首相（コングレス）が同州内で農業関連法への抗議を行う農

民グループに対し、州内での抗議活動を中止し、他州の農民と共にデリー準州やハリヤナ州で抗議活動を行うよ

う求めた旨報じた。 

 

【ジャンム・カシミール（ＪＫ）準州】 

9月2日：現地メディアは、オマール・アブドゥッラー JK 民族協議会（NC）副党首が、 JK準州議会選挙実

施前に州権（Statehood）を回復させるよう、連邦政府に要請した旨報じた。ムフティJK 人民民主党（PDP）

党首は、記者団に対し、6月24日にモディ首相とJK 準州指導者との会合が開かれてから既に2ヶ月以上が経過

するが、「実際には何も動いておらず、会合は（モディ首相とJK準州指導者との）集合写真を撮るためだけの

ものであった」と述べた。 

 

【アッサム（ＡＳ）州】 

9月5日：現地メディアは、4日、アッサム州Karbi Anglong 地域内の5つの武装組織と中央政府・AS州政府

の三者間で和平合意が成立した旨報じた。 

 

【ウッタル・プラデシュ（ＵＰ）州】 

9月8日：現地メディアは、ＵＰ州議会選挙に向け各地域政党が選挙キャンペーンを開始した旨報じた。ムスリ

ム評議会（AIMIM）のオワイシ党首はアヨーディヤから選挙キャンペーンをスタートし、「ムスリムの利益代

表として政治的リーダーシップを取る」と述べた。マヤワティ大衆社会党（BSP）党首は、農業関連法抗議運動

を支持し、BSPが州政権を奪取した場合、同州内では農業関連法を適応しないと発表した。 

9月14日：モディ首相はウッタル・プラデシュ（UP）州アリーガル市を訪問し、ジャート族の王、マヘンドラ・

プラタープ・シンの名を冠した大学の定礎式に出席した。 

9月25日：現地メディアは、アディティヤナートUP州首相率いる同州BJP政権が内閣改造を行い、7名の新

閣僚を任命した旨報じた。 

 

【グジャラート（ＧＪ）州】 

9月11日：ヴィジャイ・ルパニGJ州首相が辞任を表明した。 

9月13日：ブペンドラ・パテル同州議会議員が同州首相に就任した。 

 

【パンジャブ（ＰＪ）州】 

9月20日：シンＰＪ州首相が辞任し、同日にチャンニ同州議会議員が州首相に就任した。 

3. インドニュース(2021年 9月) 

News from India 
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9月22日：現地メディアは、シン前ＰＪ州首相が、ＰＪ州政府はコングレス党幹部により操られており、明らか

に「経験不足」なラーフル前コングレス総裁、とプリヤンカ氏は、（他の経験者らに）誘導されていると述べた

旨報じた。 

9月24日：現地メディアは、チャンニ新PB州首相のもと、新たな州内閣が発表され、15名の閣僚が宣誓を行

った旨報じた。 

 

2 経済 

9月17日：インド政府は、第45回ＧＳＴ委員会を開催した。主な決定事項は、コロナ治療薬に対する減税期間

の2021年12月31日までの延長、インバーテッド・ストラクチャーによる業者の資金繰り悪化に対応するため

の鉄道関連物品に係る税率の12％から18％への増税、ガソリン等に対するGST課税の見送り、Amusement Park

に対する税率を18％とする、還付請求や登録取消申請について、アーダール・カード情報を必須とすること等。 

 

3 外交 

（印露関係） 

9月3日：インド外務省は、モディ首相が、ウラジオストクで開催された第6回東方経済フォーラムのプレナリ

ーセッションにおいてビデオ形式で発言した旨発表した。 

 

（印・ＵＡＥ関係） 

9月3日：インド外務省は、モディ首相がムハンマド・アブダビ皇太子と電話会談を行った旨発表した。 

 

（印・スロベニア・クロアチア・デンマーク関係） 

9月2－5日：インド外務省は、ジャイシャンカル外相が2日から3日にスロベニア、3日にクロアチア、4日か

ら5日にデンマークを訪問した旨発表した。 

 

（印豪関係） 

9月10日－12日：ペイン豪外相及びダットン豪国防相がインドを訪問し、10日に印豪国防相会談、11日に印

豪外相会談及び第一回印豪2＋2閣僚会合が行われた、印豪2＋2共同声明が発出された。 

9月23日：インド外務省は、モディ首相がモリソン豪首相と印豪首脳会談を行った旨発表した。両首相は2国間、

地域、国際的重要性のある幅広い課題を議論した。 

 

（印・ＢＲＩＣＳ関係） 

9月9日：インド外務省は、第13回ＢＲＩＣＳ首脳会合の成果文書であるニューデリー宣言を発表した。 

 

（上海協力機構（SCO）） 

9月17日：インド外務省は、ＳＣＯ首脳会合総会でモディ首相が演説を行った旨発表した。インド外務省は、ア

フガニスタンに関するＳＣＯ・ＣＳＴＯアウトリーチ・サミットにおいてモディ首相が演説を行い、アフガニス

タンの最近の動向に関し近隣諸国への影響を議論した旨発表した。 

 

（印中関係） 

9月17日：インド外務省は、ＳＣＯ首脳会合のサイドラインにおいてジャイシャンカル外相が王毅中国国務委員

兼外交部長と印中外相会談を実施し、東部ラダックの実行支配線（LAC）沿いの現状について意見交換を行い、

問題の早期解決のため、議論を継続することに合意した。 

 

（印・サウジアラビア関係） 

9月19日－20日：インド外務省は、ファイサル・サウジアラビア外相が訪印し、モディ首相表敬及びジャイシ

ャンカル外相との印サウジアラビア外相会談及びを実施した旨発表した。 
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（印・セルビア関係） 

9月21日：インド外務省は、セラコビッチ・セルビア外相が19日及び20日にインドを訪問し、ジャイシャン

カル外相及びレーキ副大臣と面談し、両国の経済協力強化等について議論を行った旨発表した。 

 

（豪英米三国間安全保障パートナーシップ（ＡＵＫＵＳ）） 

9月21日：インド外務省は、シュリングラ外務次官が記者会見において、ＡＵＫＵＳは3国間の安全保障同盟で

あり、日米豪印とは関係なく、日米豪印の機能に影響を与えるものでもないと発言した旨公表した。 

 

（印仏関係） 

9月21日：インド外務省は、モディ首相がマクロン大統領と電話会談を行った旨発表した。ＡＵＫＵＳに対する

仏の強い反発の中、両首脳は、二国間協力の強化及び、インド太平洋地域における印仏のパートナーシップが地

域の安定と安全保障の推進に果たす重要な役割について議論した。 

 

（印・カナダ関係） 

9月22日：インド外務省は、モディ首相がトルドー・カナダ首相に対し、総選挙での勝利に対して祝辞を述べた

旨発表した。 

 

（印米関係） 

9月23日：インド外務省は、モディ首相がハリス米国副大統領と会談を行った旨発表した。 

9月24日：インド外務省は、モディ首相がバイデン大統領と米印首脳会談を行い、印米首脳共同声明を発出され

た旨発表した。両国首脳は、印米包括的グローバル戦略的パートナーシップと、二国間協力を更に強化する可能

性についてレビューした。 

 

（日米豪印） 

9月24日：インド外務省は、モディ首相が日米豪印首脳会合に参加し、日米豪印首脳共同声明が発表された旨発

表した。共通の利益、価値観、基本的原則を促進する、極めて有意義な意見交換を行った。 

 

（国連） 

9月25日：インド外務省は、モディ首相が第76回国連総会において演説を行った旨発表した。モディ首相はイ

ンドを「民主主義の母」としつつ、新型コロナウイルス・ワクチンの輸出再開、テロ、アフガニスタン、海洋、

多国間主義改革等について論じた。 

 

（印・メキシコ関係） 

9月26日：インド外務省は、ジャイシャンカル外相が26日から28日までメキシコを訪問した旨発表した。 

 

4 日印関係 

9月9日：第6回日・インド海洋に関する対話がテレビ会議形式で開催された。この対話には、日本側から大鶴

哲也総合外交政策局参事官、インド側からサンディープ・アリヤ外務省軍縮・国際安全保障局長ほか関係者がそ

れぞれ出席した。 

 

9月23日：現地時間9月23日、米国を訪問中の菅義偉内閣総理大臣は、ナレンドラ・モディ・インド首相と日

印首脳会談を行った。 

9月24日：現地時間9月24日午後2時から約2時間20分、ワシントンDCを訪問中の菅義偉内閣総理大臣は、

スコット・モリソン・オーストラリア連邦首相、ナレンドラ・モディ・インド首相、ジョセフ・バイデン米国大

統領との間で首脳会合を行った。会合後、共同声明及びファクトシートが発出された。 
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今月の注目点①：日印首脳会談 

菅総理大臣から、今回の対面での会談を歓迎した上で、基本的価値を共有するインド、とりわけ、かねて

よりルールに基づく秩序、法の支配の重要性を訴えてこられたモディ首相は「自由で開かれたインド太平洋」

の実現に向けた重要なパートナーである旨述べた。また、菅総理から、新型コロナの困難な状況が続く中で

あっても、両国の協力関係が着実に進展していることを歓迎した上で、日本の無償資金協力で建設され、本

年 7 月にモディ首相と共に完成を祝ったヴァラナシ国際協力コンベンションセンターが、「日印友好の証」

として活用されることを願う旨述べた。モディ首相からは、菅総理大臣の日印関係への多大な貢献に対し感

謝を述べつつ、日本との関係は両国のみならず地域や世界の安定や繁栄にとって極めて重要である旨の発言

があった。また、モディ首相から、東京オリンピック・パラリンピックの成功と日本人選手の活躍に対して

祝意が述べられ、菅総理大臣からこれに謝意を伝えた。 

両首脳は、「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向け、海洋安全保障の重要性につき一致するとともに、

地域における連結性強化や法の支配に基づく国際秩序の形成のため、日印や日米豪印で緊密に連携していく

ことを改めて確認した。その中で、両首脳は、経済的威圧や、東シナ海や南シナ海における力による一方的

な現状変更の試みへの強い反対の意を改めて共有した。 

菅総理大臣から、北朝鮮による先般の弾道ミサイル発射は安保理決議違反であり強く非難した、北朝鮮に

よる最近の核・ミサイル活動は、日本、地域、国際社会の平和と安全を脅かすものであり、CVID の実現に

向け、安保理決議の完全な履行が不可欠である旨述べた。また、菅総理大臣から、拉致問題の即時解決に向

けた理解と協力を求めた。 

二国間関係については、両首脳は、引き続き、新型コロナ感染症への対応で連携していくことで一致し、

日印外務・防衛閣僚会合（「2＋2」）の早期開催をはじめとする安全保障分野や、デジタル、グリーン、保健、

連結性強化等の経済・経済協力分野での協力を進めていくことを確認した。その中で、菅総理からは、安全

で信頼のある 5G や海底ケーブル、産業競争力強化とサプライチェーン強靭化、現実的なエネルギー・トラ

ンジッションの実現、特定技能制度に基づくインドからの人材の受入れや IT 人材交流の活性化、インド北

東部開発等の具体的な協力の可能性に言及した。両首脳はまた、日印協力の象徴的なプロジェクトである高

速鉄道事業の着実な進展に向けて協力を進めていくことを改めて確認した。最後に、2022年の日印国交樹立

70周年に「特別戦略的グローバル・パートナーシップ」としての日印関係の更なる飛躍に向けた様々な取組

を進めていくことで一致した。 

 

 

今月の注目点②：第2回日米豪印首脳会合 

4 か国の首脳は、本年 3 月の日米豪印首脳テレビ会議で一致したとおり、今般、対面での日米豪印首脳会

合が開催されたことを、4 か国の強い結束とインド太平洋地域への強いコミットメントを示すものとして歓

迎し、地域の安全と繁栄のため、「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向け取り組んでいくことを再確認

した。 

4 か国の首脳は、日米豪印は基本的価値を共有し、法の支配に基づく自由で開かれた国際秩序の強化にコ

ミットしており、4 か国の協力を一層強化していくこと、また、法の支配、航行及び上空飛行の自由、紛争

の平和的解決、民主的価値、領土の一体性といった原則を支持することで一致した。 

4か国の首脳は、「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向け、引き続き様々なパートナーとの連携を広

げ、具体的協力を積み上げていくことで一致した。また、ASEAN の主体的な取組である「インド太平洋に

関するASEANアウトルック」や、ASEANの一体性及び中心性に対する強い支持も、改めて確認した。ま

た、4か国の首脳は、EUの「インド太平洋における協力のための戦略」も歓迎した。 

4 か国の首脳は、国際社会が直面する喫緊の課題である新型コロナ感染症対策に関し、日米豪印がワクチ

ン供与や資金拠出を通じて、インド太平洋地域における、安全性、有効性、品質が保証されたワクチンへの

公平なアクセスの確保に向け大きな役割を果たしていることを確認するとともに、ワクチンの生産拡大、イ

ンド太平洋地域への供給を含め、新型コロナ感染症対策において引き続き協力していくことで一致した。ま

た、インド太平洋諸国に対する 4 か国のワクチン関連支援実績を取りまとめたダッシュボード（注 1）を発

表した。 
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4 か国の首脳は、ワクチン協力をはじめとするコロナ対策の他にも、3 月の首脳テレビ会議で立ち上げた

重要・新興技術、気候変動に関する作業部会でも着実に成果が積み上げられていることを確認した。この関

連では、重要・新興技術に関して、「技術の設計・開発・ガバナンス及び利用に関する日米豪印原則」声明を

採択した。また、気候変動分野では、菅総理から、バイデン大統領が主導する「グローバル・メタン・プレ

ッジ」への参加を表明した。 

日米豪印の間では、これまでも、質の高いインフラ、海洋安全保障、テロ対策、サイバー・セキュリティ、

人道支援・災害救援を始め、様々な分野で実践的な協力が行われているが、今回、4 か国の首脳は、それら

の協力の進展を歓迎し、宇宙、サイバーの分野で作業部会等を立ち上げるとともに、クリーン・エネルギー、

人的交流といった分野でも協力を強化することでも一致した。 

アフガニスタン情勢について、菅総理からは、希望者等の安全な出国の確保は極めて重大な課題である旨

を指摘するとともに、アフガニスタンを二度とテロの温床にさせないよう国際社会が緊密に連携して対応し

ていくことが必要である旨述べ、4か国は引き続き緊密に連携していくことで一致した。 

東シナ海、南シナ海情勢については、菅総理から、力を背景とした現状変更の試みについて深刻な懸念を

表明し、4 か国の首脳は、国連海洋法条約を含む国際法を始めとするルールに基づく海洋秩序への挑戦に対

抗するため、連携していくことで一致した。また、菅総理から、香港、新疆ウイグル、台湾に関する我が国

の基本的立場を述べた。 

北朝鮮について、菅総理から、先般の弾道ミサイル発射は安保理決議に明白に違反するものであり、強く

非難したと述べ、4 か国の首脳は、国連安保理決議に従った北朝鮮の完全な非核化へのコミットメントを再

確認した上で、北朝鮮に対し、国連の義務に従い、挑発行動を控えるとともに、実質的な対話を行うよう求

めた。また、菅総理から拉致問題の即時解決に向けた各国の理解と協力を求め、各国から支持を得た。 

ミャンマー情勢について、菅総理から、ミャンマー国軍に対し、暴力の即時停止、アウン・サン・スー・

チー国家最高顧問を含む被拘束者の解放、民主的な政治体制の早期回復を粘り強く求めてきている旨述べ、

事態の打開に向けて、ASEAN の「5 つのコンセンサス」を具体的成果につなげていくことが重要である旨

述べた。4か国の首脳はミャンマーで早期に民主主義を回復させる必要性を強調し、「5つのコンセンサス」

の早期履行を求めた。 

4 か国の首脳は、今回の首脳会合によって高まった日米豪印のモメンタムを今後も維持・強化していくこ

とを確認し、今後毎年、日米豪印首脳会合を開催することで一致した。 

また、日米豪印首脳会合の後、菅総理とモリソン・オーストラリア首相はハリス米国副大統領との懇談を

行った。懇談では、菅総理から、今回の日米豪印首脳会合は、「自由で開かれたインド太平洋」という共通の

ビジョンへのコミットメントを確かなものとする極めて有意義なものとなった旨述べるとともに、先月、ハ

リス米国副大統領の夫君であるエムホフ氏にパラリンピック開会式に参加いただいたこと、オリンピック・

パラリンピックに米国から一貫して力強い支持を頂いたことに、改めて謝意を表明しました。その後、新型

コロナ対策、地域情勢、サイバー・技術等について意見交換が行われました。 

（注 1）ダッシュボード：インド太平洋諸国に対する日米豪印の個別の支援（注 2）を取りまとめた一覧

表（パイロットとして運用開始）。 

（注 2）コバックス・ファシリティへの資金拠出に関するプレッジ額、表明されたワクチン供与数量及び

実績数、コールド・チェーン体制の整備などを含む「ラスト・ワン・マイル」支援実績、緊急支援実績（酸

素関連支援等）など 
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◇ 最近のイベント ◇ 

◆ 8月 20日(金)～23日(月)舞台「完全版マハーバーラタ～愛の章～嵐の章」が公演されました。 

「完全版マハーバーラタ～愛の章～嵐の章」は、公益財団法人日印協会が後援、文化庁主催、そして 2020 東京

オリンピック・パラリンピック関連事業の『東京2020NIPPON フ

ェスティバル』共催プログラムである。 

空間演出家・小池博史がインド古代叙事詩『マハーバーラタ』を

全編舞台化。２つの部族による対立の物語を現代社会に重ね合わせ

つつ描き、「平和」「共生」のメッセージを発信している。愛の章 3

時間・嵐の章3時間、計6時間の壮大なスケールで描かれ、アジア

各国の伝統舞踊や演劇・音楽・美術などを融合させた。 

『マハーバーラタ』は善悪・生死・愛・戦争など人間の在り方を

問うテーマが織り込まれたヒンドゥー教の聖典で、世界最長の叙事詩といわれる。「偉大な(マハー)バラタ族の物

語」という意味で、インドをはじめ、ジャワ島・マレー半島・タイ・バリ島を中心としたアジア各地の宗教・思

想・文化・哲学・倫理・政治・法律など、あらゆる方面の根本経典として尊崇されている。それは「調和」「共生」

の思考を持つアジア哲学の源とされている。 

前編の「愛の章」ではバラタ族のクル家とパーンドゥ家の対立するさまを、後編の「嵐の章」では対立が激化

して大紛争となり、やがてバラタ族が消滅するまでを表現している。この古代叙事詩から現代社会を読み解き、

「私たちは如何に生きるべきか」を問いかける舞台作品になっている。舞台化に当たり、インドやインドネシア、

マレーシア・バリ・タイなど各国の要素を舞踊や音楽・衣装に取り入れ、演劇・美術・映像を融合させた。アジ

ア各国を代表するトップアーティストの演者や舞踊家が参加するグローバルなコラボレーションも大きな特徴と

なっている。同作品の全編上演は 30 年ぶりで、日本では小池氏が初めて。演出・脚本・振り付け・構成を小池

氏が担当し、2013年(平成25年)から9年に及ぶ取り組みの集大成とされている。昨年７月に公演予定だったが、

新型コロナウイルス感染拡大の影響で本年8月まで延期されてきた。  

演劇・舞台・音楽等、西洋的なジャンル分けされた作品が台頭する現代で、それらの要素を統合的に用いるア

ジア的かつ伝統的な演出方法を採用、ボーダーレスな「総合芸術」である舞台作品として、台詞はもちろん身体

の動きや舞踊・音楽・空間造形など、すべての要素が舞台で調和されている。 

アジア５カ国から集まった出演アーティストは伝統舞踊・古典舞踊・仮面舞踊・コンテンポラリーなど多様で

異なる伝統・芸能が一堂に会してコラボした舞台を作り上げた。各々が母語を使いながら身体や音楽を駆使した

ノンバーバルな表現を使い、「ダイバーシティ」による「調和」が目の前に現れる。 

身体という媒体を使い、伝統的な音楽や舞踊スタイルを取り入れながら、斬新でモダンで革新的。ラップ音楽

や映像など、現代的なテクノロジーやメディアアート的要素も多用し、「誰も見たことのない世界」を作り出した。 

舞台では、演者の人数も 12 人と少数で国籍も言語もバラバラ。しかも演者が１人で複数役をこなし楽器の演

奏もする等、舞台の上と下を縦横無尽に立ち回る。メイクや衣装は勿論のこと、声や演技も全く別人になる早業

を目の当たりにし、舞台という小さな空間が大きな異空間へと変身するのを肌で体感した。 

この演ずる側と観る側の拮抗が最後のスタンディングオベーションに現れていた。 

本公演は、この演者１人１人が様々な役割 ― 伝統舞踊家・コンテンポラリーダンサー・邦楽師・狂言師・能

楽師等を起用し、舞台上で各々の土地の言語や演劇・舞踊の様式といった多様な身体表現を融合させながら「相

違の調和」から生まれる豊かさを表現すると共に、『マハーバーラタ』の物語を通して「平和とは何か」「共生社

会のあり方」「多様性の可能性」を提示している。 

私もこのような素晴らしい超一流の演者やスタッフの方々と１年前から広報として微々ながら関わらせて頂い

たことは本当に幸運だったと感じる。広報関係では、チラシを置かせて頂いた方々、SNSに投稿し拡散頂いた方々、

サンプル商品をご提供頂き会場に華を添えて頂いた方々にも、この文面を通じて心から感謝の意を表したい。 

本公演を通じて、人と人とが ”つながる” 貴重なひと時を実感した。 

（「完全版マハーバーラタ」実行委員会・広報担当 佐々木理香 個人会員） 

4. イベント紹介 Japan-India Events 
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◇ 今後のイベント ◇ 

◆ 2021年 10月 28日（木）より国立民族学博物館（大阪）で「躍動するインド世界の布」展を開催 

これまでインドについては、一枚布を巧みに変形させて、多様にまとう着衣文

化があることが注目されてきた。だがインドにおける布は、衣装としてだけでは

なく、人生儀礼における贈与や、神々への奉納、社会運動でのシンボルといった

多様な役割を担っている。人々は場面に応じて多種多様な布のなかから目的や機

能に適したものを選び、使い分けているのである。そのような人々と布の多様な

関係性は、多宗教、カースト制度、数百を超える言語といったインド社会の特質

と深く結びついている。 

会期 ：2021年10月28日（木）～2022年1月25日（火）  

会場 ：国立民族学博物館 https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/19274 

大阪府吹田市千里万博公園10-1） 本館企画展示場  

開館時間 10:00～17:00（入館は16:30まで） 休館日 水曜日 年末年始 

観覧料：一般580円、大学生250円、高校生以下無料  

主催：国立民族学博物館   協 力： MINDAS（南アジア地域研究 国立民族学博物館拠点）  

公益財団法人 千里文化財団 

 

◆ 2021年 11月 7日（日）「ナマステ富士山 2021」が開催 

「富士のふもとのリトルインディア」をテーマに、南インド古典舞

踊バラタナティヤムのステージ、本格派インド料理、インド雑貨な

ど、見て触れて食べる１日。屋外、屋内両方のイベントです。 

 

開催日時：2021年11月7日(日)  10:00～17:00 

会場：スタジオ サランガイ  入場料無料 

（富士宮駅より路線バス「万野団地入口」下車徒歩2分） 

主催：ナマステ富士山実行委員会   

後援：インド大使館、日印協会、富士宮こども部隊芸術表現会 

問い合わせ：スタジオサランガイ 

〒418-0111 静岡県富士宮市山宮969-1 

080-5169-2798(平林) 

  

https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/19274
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§日印協会発行『現代インド・フォーラム』2021年 秋季号 No.51  

10月1日に日印協会会員へメール添付で配信致しましたが、ご覧になっていただけましたでしょうか？ 

既に協会HPにも掲載済ですので、次のURLよりどなたでもご覧いただけます。お知り合いなどにご紹介い

ただければ幸いです。 

https://www.japan-india.com/forum/528f9085287bf5879093bcc60f8

e6d5d4253d57e 

本号は、インドでも最重要問題となっている新型コロナ状況とそれがイ

ンド外交に及ぼす影響についての特集号としました。 

1. インドにおける新型コロナ禍の現状 

プレム・モトワニ (元ジャワハルラール・ネルー大学言語・文学・

文化学部日本研究センター教授) 

 

2. コロナ期のインド外交関係（英文） 

ラジェスワリ・ピライ・ラジャゴパラン (オブザーバー・リサーチ

財団（ORF）安全保障・戦略・技術センター長) 

 

3. 新型コロナウイルスとインド外交 

三輪博樹 (帝京大学法学部政治学科 准教授) 

本誌に関してご意見・ご感想等ございましたら、日印協会までご連絡

ください。 

 

 

§『一冊でわかるインド史』 

著者：水島司  出版社：河出書房新社  

価格：1,700円＋税  ISBN 978-4-309-81109-3 

書籍名『一冊でわかるインド史』を裏切らずインド史だけをフォーカスし、図やイラストが多く取り入れられ、

とてもわかりやすい。ある意味、教科書的だが、歴史や地理の勉強が嫌いで苦手な私でも、スラスラと読めた。 

どのような経緯で今のインドになったのかは興味深く、それを知ると、

断片的に知りえたインド社会、文化、習慣などの情報ピースがつながり、

知ることへの楽しみが増える気がする。 

数回登場するコラム「そのころ、日本では？」からは、インドと日本の

時代関係を知ることができる。 

巻末の「インドの主な王国・王朝」年表は、色々な王朝、王国の流れが

一目でわかり、博物館などでインド史跡などの説明を理解する際に役立ち

そうだ。もっと早く出会いたかった本だ。（日印協会 山本真里枝） 

目次： 

1 ２本の大河の流域で 

2 統一王朝なき時代 

3 イスラームの進出 

4 イギリスの統治 

5 独立と分離と 

6 大国としての歩み 

  

5. 新刊書紹介 
Books Review 

https://www.japan-india.com/forum/528f9085287bf5879093bcc60f8e6d5d4253d57e
https://www.japan-india.com/forum/528f9085287bf5879093bcc60f8e6d5d4253d57e
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＜ 次回の『月刊インド』の発送日 ＞ 次回11月号の発送は、2021年11月19日(金)を予定しております。 

チラシの封入をお考えの方は、日程をご確認のうえ事務局までご連絡下さい。チラシを封入する際には、当該

催事の協会会員に対する割引等特典の配慮をお願いしております。チラシ印刷の前にご一考下さい。また、イン

ド関連イベントの後援も行っております。申請方法などお気軽にご連絡ください。 

＜ 編集後記 ＞ 

本年 9 月から 10 月にかけて、日本でもインドでも大きな情勢変化がありました。幸いにして、新型コロナの

感染状況は日印双方とも急速に回復しつつあります。 

政治的には、わが国では菅義偉内閣が退陣し、自民党の総裁選挙を経て岸田文雄内閣が誕生しました。インド

では、モディ首相率いるインド人民党は農業改革などをめぐり与野党の対立が激化しているほか、多くの州にお

いて政治情勢が流動的になってきました。 

しかしながら、日印両国関係は良好であり、モディ首相からは岸田総理に対し祝意の表明と首脳間の信頼関係

の継続への決意が表明されました。岸田総理からも、内閣発足後早々に 10 月 8 日、モディ首相との電話会談を

行いましたが、これは、バイデン米国大統領、モリソン豪首相、習近平中国国家主席との電話会談に次ぐもので、

この順序の中にインドの優先度がよく反映されております。 

外交安全保障面では、9 月 24 日、ワシントンにてバイデン大統領の招待により日米印豪4 カ国によるQUAD

首脳会議が、初めて対面で開催されました。これは去る 3 月に開催されたテレビ会議による QUAD 首脳会議に

続くものでした。その前日 23 日には、同じくワシントンにおいて、菅総理とモディ首相の間で二国間の首脳会

議が行われました。この二つの重要なイベントは、米英豪3カ国による安全保障の枠組みAUKUSの発足と相ま

って、日米印が推進してきた「自由で開かれたインド太平洋戦略」に大きな一里塚を築きました。 

本号の表紙は、上記の2つの画期的な首脳会議を記念する写真を採用しました。  （発行人）
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6. 掲示板 
Notice 

入会随時受付中  

日印協会は、1903年、長岡護美、大隈重信、澁澤榮一の3名が中心となって創設されました。以来、

日印の相互理解の促進を目的として、両国の友好親善に関する事業を行ってきました。 

現在の協会の活動は、当協会の活動に賛同下さる会員の皆様からの会費によって支えられております。

今後もより良い活動を続けるために、当協会の活動にご賛同いただける法人･個人のご入会を歓迎致します。 

インドに関心をお持ちのお知り合いの方がいらっしゃいましたら、是非日印協会をアピールして下さい。

ご希望により、当協会の活動に関する諸資料をお送りいたします。日印協会の活動に賛同して頂ける多く

の法人会員･個人会員のご入会をお待ちしております。 

☆年会費: 個人           １口(8,000円)から ☆入会金 個人 2,000円 

学生           １口(4,000円)から 学生 1,000円 

一般法人会員   １口(100,000円)から 法人 5,000円 

特別法人会員   １口(150,000円)から     (一般法人、特別法人会員共に)  

 


